
のロボットの活用にも取り組む。

　芸術に触れる感動を、障がい者から学ぶ取
り組みもユニークだ。
　障がい者から芸術の表現や感動を学ぶこ
とによって健常者も理解を深めようという取
り組みである。その実践の場として、東京藝
大では2011年から「障がいとアーツ」のイベ
ントを毎年開催してきた。コンサート、シン
ポジウム、ワークショップ、展覧会が柱となっ
ているが、東京藝大の学生が福祉施設や特
別支援学校を訪ねて音楽劇や美術作品を共
同で制作してきた活動の作品発表の場にも
なっている。
　COI拠点では松下功副学長の取り組みを新
井鷗子特任教授が発展させ、感動と脳機能
の関連を探り、障がい者から学ぶことにより、
すべての人々に夢をもたらす共生社会の実現
をめざしている。
　例えば、視覚に障がいを持つ演奏家と持た

が共演する演劇プロジェクトに取り組み、世界
各地で公演を繰り広げている。
　昨年1月には、ドイツのハンブルグ国立歌
劇場で平田さんの原作・演出による新作オペ
ラ『海、静かな海』を上演した。東日本大震災
の津波で日本人の夫と息子をなくしたドイツ
人女性が、原子力発電所事故に遭遇して被
災地福島に留まるかどうか葛藤する姿を描い
た。この舞台にヒト型ロボットが登場し、助演
俳優として活躍、ハンブルグの観客に熱狂的
に支持され、何度もカーテンコールが鳴りや
まなかった。
　産業や医療・介護福祉の領域でロボットの
活用が浸透しているが、世界最先端のヒト
型ロボットを自在に使い、一線級の俳優とと
もに舞台をつくる試みはきわめて野心的であ
る。ロボットと人間が共存する空間を設定す
ることで、人間とは何か、人間らしさとは何か
を、観客と一体となって考えることに大きな
意義がある。
　また研究グループは、空港や観光案内所な
どに、演劇の手法を用いたおもてなしロボッ
トを設置することで、観光案内、地域振興へ

　「共感覚メディア研究」では、高度な映像
技術や音響技術、印刷技術などを組み合わ
せることで五感を刺激する仕組みを開発し、
新たな感動体験システムをつくることをめ
ざしている。大学院映像研究科の桐山孝司
教授をグループリーダーに、ヤマハ、ベネッ
セホールディングス、情報通信研究機構、
NHKエンジニアリングシステムなどが参加
し、Arts & Science LAB. 4階の半球形の
スクリーンなどを使って、ドーム映像のコン
テンツを開発するなど、新たな表現方法の開
拓に挑戦している。

　「ロボット・パフォーミングアーツ研究」では、
劇作家・演出家である平田オリザ特任教授をグ
ループリーダーに、大阪大学大学院基礎工学
研究科の石黒浩教授と共に、ロボットと人間

　東京藝大COI拠点では、「クローン文化財」だけでなく、「文化を育む」「心を育む」「絆を育む」を柱に、共感覚メディア
研究、ロボット・パフォーミングアーツ研究、障がいと表現研究、文化外交とアートビジネスなど多様な研究テーマに取
り組んでいる。

「文化を育む」「心を育む」「絆を育む」

「文化を育む」
五感を刺激する共感覚メディア

Arts & Science LAB.
　地下1階、地上4階の東京藝大COI
拠点の研究開発施設。地下階は、ロボッ
ト・パフォーミングアーツ研究・共感覚メ
ディア研究スペース、１階は成果を発信
する展示スペース、２階に文化共有研
究スペース、3階は各研究室となってい
る。4階には、身体表現の実験を行うス
タジオ・ホールと、ドーム映像のコンテ
ンツ開発を行うための半球形スクリーン
がある。

芸術と科学の融合で「感動」をつくる

「心を育む」
障がい者に新たな表現を学ぶ

「ロボット・パフォーミングアーツ研究」では、ロボットと
人間が共演する演劇を世界各地で公演している。写真
は昨年アジアツアーが行われたアンドロイド演劇「変身」
の一コマ

「心を育む」
人とロボットの共存を考える

センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム
東京藝術大学 「感動」を創造する芸術と科学技術による共感覚イノベーション拠点

2011年から毎年「障がいとアーツ」のイベントが開催されている。写真は昨年開催された「藝大アーツ・スペシャル2015 ～障がいとアーツ」より
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センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム とは
　東京藝大COI拠点は、オランダ芸術科学

保存協会（NICAS）と協定を結び、「クローン
文化財」の活用をめざすなど、世界各国の文
化関連機関や美術館などとの文化外交を広
げている。

ない演奏家による合同オーケストラを結成し、
真っ暗闇のコンサートホールで聴覚のみで演
奏を実施した。
　また、「聞こえる色、見える音」をテーマに、
演奏に連動する映像を巨大スクリーンに投影
することで、聴覚に障がいを持つ人も持たない
人も眼から音楽を楽しめる試みを行っている。
　さらに、ヤマハと共同で障がい者が楽器演
奏する補助装置を開発した。肢体不自由のあ
る生徒が指一本でピアノを弾く演奏に、自動
追従する伴奏機能付ピアノとペダル駆動装
置を開発、特許も出願した。
　このほか、「感動」と脳神経の関連性の探索
の研究を名古屋大学などと実施している。

　また、2020年に開催される東京オリンピッ
ク・パラリンピックに向け、スポーツと芸術を
通して新たな「感動」を創造するコンテンツや
プログラムを提案する「2020構想」など、日
本の文化資源の特質を生かした情報発信、文
化発信にも力を入れている。 法隆寺金堂壁画の高精細複製を受け取るオランダ首相（右から2番目）

芸術と科学の融合で「感動」をつくる

　文部科学省が平成25年度に開始した「革新的イノベーション創
出プログラム(COI STREAM）」では、10年後の社会で想定される
ニーズを検討し、そこから導き出されるあるべき社会の姿、暮らし
のあり方（以下、「ビジョン」という。）を設定した。
　JSTではセンターオブイノベーション（COI）プログラムとして、
このビジョンを基に、企業や大学それぞれ単独では実現できない

革新的なイノベーションを産学連携で実現するとともに、イノベー
ションを連続的に創出する「イノベーションプラットフォーム」を我
が国に整備することを目的として、基礎研究段階から実用化を目
指した産学連携による研究開発を集中的に支援している。最長９
年度の研究開発期間全体を通してJSTからの支援と企業からのリ
ソース提供により拠点を運営してゆく。

プログラムの特色

３つのビジョン（10年後の日本が目指すべき姿）

研究シーズから実用化を発想する「フロントキャスト型」に対し、
社会のあるべき姿を出発点に、取り組むべき研究開発テーマを設
定する「バックキャスト型」の研究開発を推進。

一つ屋根の下に大学や企業などが集い、一体となって研究開発を
行うイノベーション拠点を構築。

ビジョン1

ビジョン1

ビジョン2

ビジョン2

ビジョン3

ビジョン3

ビジョン3
ビジョン3

ビジョン1

ビジョン2

ビジョン2 ビジョン3
少子高齢化先進国としての持続性確保 豊かな生活環境の構築

（繁栄し、尊敬される国へ） 活気ある持続可能な社会の構築

ビジョン1ビジョン3

ビジョン1

さりげないセンシングと日常人
間ドックで実現する理想自己と
家族の絆が導くモチベーション
向上社会創生拠点
東北大学/（株）東芝、日本光電工業（株）、
オムロンヘルスケア（株）

スマートライフケア社会への変革
を先導するものづくりオープンイノ
ベーション拠点
川崎市産業振興財団

感性とデジタル製造を直結し、
生活者の創造性を拡張する
ファブ地球社会創造拠点
慶應義塾大学

ビジョン1

運動の生活カルチャー化により活
力ある未来をつくるアクティブ・
フォー・オール拠点
立命館大学/東洋紡（株）

自分で守る健康社会拠点
東京大学

『以心電心』ハピネス共創社会構築拠点
東京工業大学/（株）KDDI研究所、
日本電信電話（株）、富士ゼロックス（株）

ビジョン1

『食と健康の達人』拠点
北海道大学/（株）日立製作所

真の社会イノベーションを実現する革
新的「健やか力」創造拠点
弘前大学/マルマンコンピュータサービス（株）

ビジョン2

『感動』を創造する芸術と科学技術
による共感覚イノベーション拠点
東京藝術大学/（株）JVCケンウッド

ビジョン1

活力ある生涯のためのLast 5X イノ
ベーション拠点
京都大学/パナソニック（株）、堀場製作所（株）、

（株）エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所、
住友電工（株）、（株）島津製作所、アークレイ（株）

人間力活性化によるスーパー
日本人の育成拠点
大阪大学/パナソニック（株）

精神的価値が成長する
感性イノベーション拠点
広島大学/マツダ（株）

共進化社会
システム創成拠点
九州大学

フロンティア有機システム
イノベーション拠点
山形大学/大日本印刷（株）

革新材料による
次世代インフラ
システムの構築
金沢工業大学/
大和ハウス工業（株）

ビジョン3

多様化・個別化社会イノベー
ションデザイン拠点
名古屋大学/トヨタ自動車（株）

ビジョン3

世界の豊かな生活環境と地球
規模の持続可能性に貢献する
アクア・イノベーション拠点
信州大学/

（株）日立製作所インフラシステム社、
東レ（株）、昭和電工（株）

コヒーレントフォトン技術
によるイノベーション拠点
東京大学

バックキャスト型研究開発 アンダーワンルーフ

センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム
東京藝術大学 「感動」を創造する芸術と科学技術による共感覚イノベーション拠点

『感動』を創造する芸術と科学技術による共感覚イノベーション拠点

東京藝術大学

株式会社JVCケンウッド

大阪大学、名古屋大学、情報通信研究機構、
（株）ベネッセホールディングス、ヤマハ（株）、
ソフトバンクロボティクス（株）、

（株）Makers’、NHKエンジニアシステムズ、
（株）NHKエンタープライズ、
（株）NHKプロモーション

日本の文化立国と国際的な共生社会の実現

芸術と科学技術の融合によって次世代の基
盤となる豊かな文化教育コンテンツを開発し、
教育産業を通した社会実装と国際関係の構
築に貢献する文化外交アイテムの社会実装を
めざす。「文化を育む」「心を育む」「絆を育む」
イノベーションを、東京藝術大学を中核とし
て、教育産業や情報産業を専門とする企業と
の協働によって実現していく。

中核機関

中心企業

参画機関

テーマ

■ 文化共有研究
芸術、歴史、科学分野の成果を統合した高精度な文化財複製や、
移動美術館などの共感覚コンテンツを創造する。

■ 共感覚メディア研究
質感を表現した印刷技術や3D印刷技術との組み合わせにより、
遊びや学びを通じ、映像、音響、振動が連動するインターフェー
スを開発し、視覚、聴覚、触覚などを同時に刺激する様々な教育
体験システムを構築する。

■ ロボット・パフォーミングアーツ研究
最先端のロボット・パフォーミングアーツ作品の制作と上演を行
い、教育的コンテンツ、ロボット観光拠点の開発や、障がい者福
祉、医療分野などに活かす。

■ 障がいと表現研究
感動と脳機能の関連性を探索、芸術に触れる感動を障がい者から
学ぶことにより新たな感動を創出し、すべての人に夢をもたらす。

■ 2020構想
東京オリンピック・パラリンピックをマイルストーンとして、スポー
ツと芸術を通して、新たな「感動」を創造するコンテンツ、プログ
ラムを立案、日本の多様かつ斬新な文化資源を効果的に活用し
発信する。

■ 文化外交とアートビジネス
拠点で開発されたコンテンツをもとに、地方創生や国際交流につ
ながる文化外交、アートビジネスを展開する。

研究開発テーマ

「絆を育む」
文化外交とアートビジネス

「心を育む」　2020構想
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